
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される画像情報に応じて光学像を形成する画像表示装置であって、
　それぞれが前記画像情報を含む信号が入力される複数の入力端子を備え、入力される信
号の形式に応じて設定される複数の信号入力系と、
　前記複数の入力系のいずれかを選択する信号入力系選択部と、
　選択された信号入力系内で前記複数の入力端子のいずれかを選択する端子選択部と、
　当該画像表示装置を操作する操作手段とを備え、
　前記操作手段には、前記信号入力系ごとに、当該信号入力系内の前記入力端子を切り替
える複数の切替手段が設けられ、
　前記入力系選択部は、操作された前記切替手段に応じた信号入力系を選択し、
　前記端子選択部は、操作された前記切替手段の操作回数に応じて、前記入力系選択部で
選択された前記信号入力系の前記入力端子を選択することを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像表示装置において、
　前記複数の信号入力系は、コンポジット信号入力系およびコンポーネント信号入力系で
あることを特徴とする画像表示装置。
【請求項３】
請求項１または請求項２に記載の画像表示装置において、
前記端子選択部で選択された入力端子の設定を記憶する設定記憶手段を備え、
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この設定記憶手段に記憶された設定に基づいて、起動時の設定を行うことを特徴とする画
像表示装置。
【請求項４】
　光源から射出された光束を画像情報に応じて変調して光学像を形成し、投写光学系を介
して拡大投写するプロジェクタであって、
　それぞれが前記画像情報を含む信号が入力される複数の入力端子を備え、入力される信
号の形式に応じて設定される複数の信号入力系と、
　前記複数の入力系のいずれかを選択する入力系選択部と、
　選択された信号入力系内で前記複数の入力端子のいずれかを独立して選択する端子選択
部と、
　当該プロジェクタを操作する操作手段とを備え、
　前記操作手段には、前記信号入力系ごとに、当該信号入力系内の前記入力端子を切り替
える複数の切替手段が設けられ、
　前記入力系選択部は、操作された前記切替手段に応じた信号入力系を選択し、
　前記端子選択部は、操作された前記切替手段の操作回数に応じて、前記入力系選択部で
選択された前記信号入力系の前記入力端子を選択することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項５】
　請求項４に記載のプロジェクタにおいて、
　前記複数の入力系は、コンポジット信号入力系およびコンポーネント信号入力系である
ことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項６】
請求項４または請求項５に記載のプロジェクタにおいて、
前記端子選択部で選択された入力端子の設定を記憶する設定記憶手段を備え、
この設定記憶手段に記憶された設定に基づいて、起動時の設定を行うことを特徴とするプ
ロジェクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、入力される画像情報に応じて光学像を形成する画像表示装置に関し、特に、光
源から射出された光束を画像情報に応じて変調して光学像を形成し、投写光学系を介して
拡大投写するプロジェクタに好適に利用できる。
【０００２】
【背景技術】
近年、プロジェクタ、コンピュータ用ディスプレイ、テレビジョン受像器等の画像表示装
置の分野においては、画像信号の形式の多様化に伴い、種々の信号形式に対応した入力端
子が複数設けられ、マルチユース対応化が図られている。
このようなマルチユース対応化が図られた画像表示装置には、例えば、ＲＧＢ信号入力系
、コンポジット信号入力系、コンポーネント信号入力系が設けられている。
【０００３】
ＲＧＢ信号入力系は、コンピュータの画像表示用としての信号入力系であり、このＲＧＢ
信号入力系に画像情報を含む信号を入力して画像表示することにより、例えば、プロジェ
クタであれば、投写面上にコンピュータの画像を表示してコンピュータを利用したマルチ
プレゼンテーションを行うことができる。
コンポジット信号入力系は、ＮＴＳＣ形式等のテレビ、ビデオの従来形式の信号を入力す
る信号入力系であり、このコンポジット信号入力系に画像情報を含む信号を入力して画像
表示することにより、テレビ、ビデオ等の画像を画像表示装置上に表示させることができ
、大画面のプロジェクタをホームシアター用途として利用することができる。
【０００４】
コンポーネント信号入力系は、ハイビジョン画像を表示したり、ＤＶＤ（ Digital Video 
Disk）からの信号が入力される高画質信号入力系であり、コンポジット信号入力系と同様
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にホームシアター用途として利用される。
そして、このように１台の画像表示装置に複数の信号入力系を設けることにより、種々の
用途に画像表示装置を利用することができるという利点がある。
【０００５】
ところで、このような複数の信号入力系を有する画像表示装置において、信号入力系の切
替を行う場合、従来は、本体操作部やリモートコントローラに設けられる切替スイッチを
複数回操作して、ＲＧＢ信号、コンポジット信号、コンポーネント信号の順番で順次切り
替えていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、各信号入力系が複数の入力端子を有する場合、このような順次切替操作を
複数回行っていては、操作が煩雑となるという問題がある。すなわち、例えば、１台の画
像表示装置に複数台のコンピュータが接続されている場合、切替操作を複数回行わなけれ
ばならず、かつ、オペレータがどの入力端子にどのコンピュータが接続されているかを把
握していなければ、スムースな切替を行うことができないという問題がある。
【０００７】
また、コンポーネント信号入力系であっても、例えば、ＤＶＤ用としてのＤ端子や、ハイ
ビジョン用のＢＮＣ端子等接続される機器によって入力端子の形状が異なるため、１つの
信号入力系に複数の入力端子を設けなければ、マルチユースに十分に対応することができ
ず、これに伴い、入力端子の数が増え、切替操作が一層煩雑になるという問題がある。
【０００８】
本発明の目的は、複数の信号入力系を備えた画像表示装置において、入力切替操作を簡単
に行うことができる画像表示装置、特にプロジェクタを提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明の画像表示装置は、入力される画像情報に応じて光
学像を形成する画像表示装置であって、それぞれが前記画像情報を含む信号が入力される
複数の入力端子を備え、入力される信号の形式に応じて設定される複数の信号入力系と、
前記複数の入力系のいずれかを選択する信号入力系選択部と、選択された信号入力系内で
前記複数の入力端子のいずれかを選択する端子選択部と、当該画像表示装置を操作する操
作手段とを備え、前記操作手段には、前記信号入力系ごとに、当該信号入力系内の前記入
力端子を切り替える複数の切替手段が設けられ、前記入力系選択部は、操作された前記切
替手段に応じた信号入力系を選択し、前記端子選択部は、操作された前記切替手段の操作
回数に応じて、前記入力系選択部で選択された前記信号入力系の前記入力端子を選択する
ことを特徴とする。
【００１０】
　ここで、複数の信号入力系は、コンポジット信号入力系およびコンポーネント信号入力
系であるのが好ましい。
　また、コンポジット信号入力系に含まれる入力端子としては、いわゆるＮＴＳＣ方式等
の従来より用いられるコンポジット端子の他、輝度信号を一部分離したＳビデオ等のセパ
レート端子をも含めて考えることができる。
　コンポーネント信号入力系に含まれる入力端子としては、３ＲＣＡ端子等のコンポーネ
ント端子の他、ＢＮＣ端子、Ｄ端子等を含めて考えられる。
【００１１】
このような本発明によれば、信号入力系選択部および端子選択部を備えていることにより
、選択した信号入力系毎に独立して端子を選択することができる。したがって、従来のよ
うに多数の入力端子を備えた画像表示装置において、多数回の切替操作を行う必要がなく
なり、入力切替操作の簡単化を図ることができる。また、複数の信号入力系を、コンポジ
ット信号入力系、コンポーネント信号入力系、およびＲＧＢ信号入力系とすることにより
、通常のテレビ、ハイビジョン、ＤＶＤの再生表示、コンピュータ画像の表示と種々の機
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器を接続して画像表示装置上で表示させることができるため、画像表示装置の多様化を図
ることができる。
【００１２】
以上において、前述の端子選択部で選択された入力端子の設定を記憶する設定記憶手段を
備え、この設定記憶手段に記憶された設定に基づいて、起動時の設定を行うのが好ましい
。
ここで、設定記憶手段は、画像表示装置の制御基板上に実装されるＲＡＭ（ Random Acces
s Memory）として構成することができる。
このような設定記憶手段を備えていることにより、画像表示装置の起動時、前回使用時の
設定をデフォルト状態として画像表示できるため、前回と同様の機器の信号入力系による
再生表示をそのまま再現することができ、切替操作を一層軽減することができる。
【００１３】
また、本発明は、画像表示装置のうち、とりわけ、光源から射出された光束を画像情報に
応じて変調して光学像を形成し、投写光学系を介して拡大投写するプロジェクタとして採
用するのが好ましい。
このようなプロジェクタは、投写面上に形成される光学像が大画面であるため、プレゼン
テーション、パブリックスペースに設置されるディスプレイ、ホームシアター等種々の用
途に供される可能性が高く、入力される信号の信号形式も多岐に亘る可能性が高いからで
ある。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施の形態を図面に基づいて説明する。
〔１．リアプロジェクタの主な構成〕
図１は、本発明に係る画像表示装置としてのリアプロジェクタ１を前方から見た斜視図で
ある。図２は、このリアプロジェクタ１を後方から見た斜視図である。図３は、リアプロ
ジェクタ１を後方から見た分解斜視図であり、具体的には、図２からバックカバー１４が
取り外された図である。図４は、リアプロジェクタ１を下方から見た分解斜視図である。
図５は、リアプロジェクタ１を示す縦断面図である。
【００１５】
リアプロジェクタ１の主な構成について、図１～図５を用いて説明する。
リアプロジェクタ１は、図１～図５に示すように、光源から射出された光束を画像情報に
応じて変調して光学像を形成し、この光学像をスクリーンに拡大投写するものであり、筐
体を構成するキャビネット１０と、このキャビネット１０の下面側に設けられる脚部２０
と、キャビネット１０内に配置される画像形成部としての内部ユニット４０と、同じくキ
ャビネット１０内に配置される反射ミラー３０と、キャビネット１０の前面に露出して設
けられるスクリーン５０とを備えて構成される。これらのキャビネット１０、内部ユニッ
ト４０、反射ミラー３０、およびスクリーン５０により装置本体が構成されている。
なお、本実施形態では、便宜上、前方から見て左側を左とし、前方から見て右側を右とす
る。
【００１６】
キャビネット１０は、内部ユニット４０および反射ミラー３０を収納する合成樹脂製の筐
体であり、図３に示すように、内部ユニット４０を収納するとともに、前面側、上下面側
および左右側面側のほとんどを覆う縦断面コ字状の下部キャビネット１３と、背面側およ
び左右側面側の一部を覆うバックカバー１４と、この下部キャビネット１３の上側に設置
される縦断面三角形状の上部キャビネット１２とを備えて構成される。下部キャビネット
１３におけるスクリーン５０の面に沿った方向としての左右方向の寸法は、上部キャビネ
ット１２におけるスクリーン５０の面に沿った方向としての左右方向の寸法よりも小さく
形成されている。バックカバー１４は、下部キャビネット１３に対して着脱自在に構成さ
れている。
【００１７】
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下部キャビネット１３は、図４に示すように、前面部１３１と、左右の側面部１３２と、
上面部１３３と、下面部１３４とを備える。
図４に示すように、下部キャビネット１３において、前面部１３１の略中央には、内部ユ
ニット４０を構成する投写レンズの突出分に応じて前面側に膨出したセンター部１３１Ａ
が設けられ、このセンター部１３１Ａの左右側には、略同寸法の矩形状の開口部１３１Ｒ
，１３１Ｌが形成されている。これらの開口部１３１Ｒ，１３１Ｌには、低音域を再生す
るスピーカーとしてのウーハーボックス６０（６０Ｒ，６０Ｌ）がそれぞれ取り付けられ
ている。これらのウーハーボックス６０Ｒ，６０Ｌは、開口部１３１Ｒ，１３１Ｌに対し
て前面側から着脱可能となっている。
ウーハーボックス６０Ｌが収納される開口部１３１Ｌの下部には、蓋部１３１Ｂが設けら
れており、この内部には、図４では図示を略したが、後述するフロント側インターフェー
ス基板が設けられていて、リアプロジェクタ１のフロント側からコンピュータや、ＤＶＤ
再生装置等の機器を接続できるようになっている。
【００１８】
また、下部キャビネット１３において、図３に示すように、左右の側面部１３２には、そ
れぞれスリット状の開口部が形成されている。左側の開口部は、内部に冷却空気を導入す
る吸気用開口１３２Ｌであり、右側の開口部は、内部に導入され内部を冷却した後の空気
を排出する排気用開口１３２Ｒである。
【００１９】
上面部１３３は、上部キャビネット１２における後述する下面部に対向するように構成さ
れている。また、下面部１３４は、脚部２０の後述する受け面に当接するように配置され
ている。
【００２０】
バックカバー１４は、図３に示すように、背面部１４１と、左右の側面部１４２とを備え
て構成される。
バックカバー１４において、背面部１４１の右側（後方から見て左側）には、冷却空気を
導入するための第２吸気用開口１４１Ａが形成されている。第２吸気用開口１４１Ａには
エアフィルタ１４３が取り付けられる。このエアフィルタ１４３が設けられた第２吸気用
開口１４１Ａには、この開口１４１Ａを塞ぐカバー１４４が着脱自在に取り付けられてい
る。また、背面部１４１における第２吸気用開口１４１Ａの左側（後方から見て右側）に
はインレットコネクタ１４５用の開口が設けられている。
さらに、背面部１４１の左側（後方から見て右側）にはコンピュータ接続用の接続部や、
ビデオ入力端子、オーディオ機器接続端子等の各種の機器接続用端子が設けられており、
この背面部１４１の内側には、インターフェース基板８０が設けられている。
【００２１】
上部キャビネット１２は、図２および図５を参照すれば、反射ミラー３０を収納する縦断
面三角形状の筐体であり、略長方形板状の下面部１５と、この下面部１５の両端部から立
設された三角形板状の左右の側面部１６と、これらの左右の側面部に跨って形成され、後
方の下側に向かって傾斜する背面部１７と、略矩形の平面状に形成された前面部１８とを
備える。この平面状の前面部１８には、矩形状の開口部１８Ａが形成されている。前面部
１８には、この開口部１８Ａを覆うスクリーン５０が取り付けられている。
【００２２】
〔２．内部ユニットの構成〕
図６は、内部ユニットを後方から見た斜視図である。
内部ユニット４０は、入力された画像情報に応じて所定の光学像を形成するとともに、こ
の画像情報に付加される音声信号の増幅等も行って、音声および映像を出力する装置であ
る。内部ユニット４０は、内部ユニット本体４００と、この内部ユニット本体４００を所
定の姿勢で支持するアルミニウム等の金属製の支持部材２００と、第１電源装置３０１と
、第２電源装置３０２とを備えて構成される。
【００２３】
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内部ユニット本体４００は、右側（後方から見て左側）部分に配置された図示しない光源
装置を含み、この光源装置から左側へ延びてさらに前方側へ延びる平面視略Ｌ字状の光学
ユニット４０１と、この光学ユニット４０１の右側部分の一部を覆うように跨って配置さ
れ、中央から左側（後方から見て右側）へと延びる制御基板４０２とを備えて構成される
。
【００２４】
制御基板４０２は、ＣＰＵ等を含む制御部を備える基板であり、入力された画像情報に応
じて、光学ユニット４０１を構成する光学装置の駆動制御を行っており、前述したインタ
ーフェース基板８０や、フロント側の蓋部１３１Ｂ内部に設けられるフロント側インター
フェース基板（後述）と電気的に接続されていて、これらの基板の入出力端子から入力す
る画像信号に基づいて、光学装置の駆動制御を行う。
また、制御基板４０２の周囲は、金属製のシールド部材４０３によって覆われている。こ
の制御基板４０２を覆うシールド部材４０３は、柱状の部材を介して光学ユニット４０１
を跨ぐように、支持部材２００に取り付けられている。なお、光学ユニット４０１の詳細
については後述する。
【００２５】
第１電源装置３０１は、光源装置４１１の前方側で仕切板２０５の左側に設けられており
、第１電源ブロック３０３と、この第１電源ブロック３０３に隣接配置されたランプ駆動
回路（バラスト）３０４とを備える。
第１電源ブロック３０３は、インレットコネクタ１４５に接続された図示しない電源ケー
ブルを通して、外部から供給された電力をランプ駆動回路３０４や制御基板４０２等に供
給する。
ランプ駆動回路３０４は、光学ユニット４０１を構成する光源ランプに第１電源ブロック
３０３から供給された電力を供給するものであり、この光源ランプと電気的に接続されて
いる。このようなランプ駆動回路３０４は、例えば、図示しない基板に配線されている。
【００２６】
また、第１電源装置３０１は、左右側が開口された金属製のシールド部材３０５によって
周囲を覆われている。このシールド部材３０５は、電磁ノイズの漏れを防止する機能を有
する。さらに、第１電源装置３０１における中央側の開口には、電源用の軸流ファン５２
１が取り付けられている。これにより、第１電源装置３０１の延びる方向、すなわち、中
央部分から右側方向へ冷却空気を送風している。この場合には、このシールド部材３０５
は、冷却空気を誘導するダクトとして機能している。
【００２７】
第２電源装置３０２は、仕切板２０５の右側の空間に設けられており、第２電源ブロック
３０６と、入力された音声信号を増幅する音声信号増幅部（アンプ）３０７とを備え、周
囲を金属製のシールド部材３０８で覆われている。
第２電源ブロック３０６は、インレットコネクタ１４５に接続された図示しない電源ケー
ブルを通して、外部から供給された電力を音声信号増幅部３０７に供給する。
音声信号増幅部３０７は、第２電源ブロック３０６から供給された電力によって駆動され
、入力された音声信号を増幅するものであり、図６には図示しない後述するスピーカボッ
クスおよび前記ウーハーボックスと電気的に接続されている。このような音声信号増幅部
３０７は、例えば、図示しない基板に配線されている。
【００２８】
〔３．光学ユニットの構成〕
図７は、光学ユニット４０１を示す斜視図である。
図８は、光学ユニット４０１を模式的に示す平面図である。
光学ユニット４０１は、図８に示すように、光源装置を構成する光源ランプから射出され
た光束を光学的に処理して画像情報に対応した光学像を形成し、この光学像を拡大して投
写するユニットであり、インテグレータ照明光学系４１と、色分離光学系４２と、リレー
光学系４３と、光学装置４４と、直角プリズム４８と、投写光学系としての投写レンズ４
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６とを備える。
【００２９】
インテグレータ照明光学系４１は、光学装置４４を構成する３枚の液晶パネル４４１（赤
、緑、青の色光毎にそれぞれ液晶パネル４４１Ｒ，４４１Ｇ，４４１Ｂとする）の画像形
成領域をほぼ均一に照明するための光学系であり、光源装置４１１と、第１レンズアレイ
４１２と、第２レンズアレイ４１３と、偏光変換素子４１４と、重畳レンズ４１５とを備
えている。
【００３０】
光源装置４１１は、放射光源としての光源ランプ４１６と、リフレクタ４１７とを備え、
光源ランプ４１６から射出された放射状の光線をリフレクタ４１７で反射して平行光線と
し、この平行光線を外部へと射出する。
光源ランプ４１６としては、ハロゲンランプを採用している。なお、ハロゲンランプ以外
に、メタルハライドランプや高圧水銀ランプ等も採用できる。
リフレクタ４１７としては、放物面鏡を採用している。なお、放物面鏡の代わりに、平行
化凹レンズおよび楕円面鏡を組み合わせたものを採用してもよい。
【００３１】
第１レンズアレイ４１２は、光軸方向から見てほぼ矩形状の輪郭を有する小レンズがマト
リクス状に配列された構成を有している。各小レンズは、光源ランプ４１６から射出され
る光束を、複数の部分光束に分割している。各小レンズの輪郭形状は、液晶パネル４４１
の画像形成領域の形状とほぼ相似形をなすように設定されている。たとえば、液晶パネル
４４１の画像形成領域のアスペクト比（横と縦の寸法の比率）が４：３であるならば、各
小レンズのアスペクト比も４：３に設定する。
【００３２】
第２レンズアレイ４１３は、第１レンズアレイ４１２と略同様な構成を有しており、小レ
ンズがマトリクス状に配列された構成を有している。この第２レンズアレイ４１３は、重
畳レンズ４１５とともに、第１レンズアレイ４１２の各小レンズの像を液晶パネル４４１
上に結像させる機能を有する。
【００３３】
偏光変換素子４１４は、第２レンズアレイ４１３と重畳レンズ４１５との間に配置される
とともに、第２レンズアレイ４１３と一体でユニット化されている。このような偏光変換
素子４１４は、第２レンズアレイ４１３からの光を１種類の偏光光に変換するものであり
、これにより、光学装置４４での光の利用効率が高められている。
【００３４】
具体的に、偏光変換素子４１４によって１種類の偏光光に変換された各部分光は、重畳レ
ンズ４１５によって最終的に光学装置４４の液晶パネル４４１上にほぼ重畳される。偏光
光を変調するタイプの液晶パネル４４１を用いたリアプロジェクタ１では、１種類の偏光
光しか利用できないため、他種類のランダムな偏光光を発する光源ランプ４１６からの光
のほぼ半分が利用されない。このため、偏光変換素子４１４を用いることにより、光源ラ
ンプ４１６から射出された光束を全て１種類の偏光光に変換し、光学装置４４での光の利
用効率を高めている。
なお、このような偏光変換素子４１４は、たとえば特開平８－３０４７３９号公報に紹介
されている。
【００３５】
色分離光学系４２は、２枚のダイクロイックミラー４２１，４２２と、反射ミラー４２３
とを備え、ダイクロイックミラー４２１、４２２によりインテグレータ照明光学系４１か
ら射出された複数の部分光束を赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３色の色光に分離する機
能を有している。
【００３６】
リレー光学系４３は、入射側レンズ４３１と、リレーレンズ４３３と、反射ミラー４３２
、４３４とを備え、色分離光学系４２で分離された色光である赤色光を液晶パネル４４１
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Ｒまで導く機能を有している。
【００３７】
この際、色分離光学系４２のダイクロイックミラー４２１では、インテグレータ照明光学
系４１から射出された光束の赤色光成分と緑色光成分とが透過するとともに、青色光成分
が反射する。ダイクロイックミラー４２１によって反射した青色光は、反射ミラー４２３
で反射し、フィールドレンズ４１８を通って、青色用の液晶パネル４４１Ｂに到達する。
このフィールドレンズ４１８は、第２レンズアレイ４１３から射出された各部分光束をそ
の中心軸（主光線）に対して平行な光束に変換する。他の液晶パネル４４１Ｇ、４４１Ｂ
の光入射側に設けられたフィールドレンズ４１８も同様である。
【００３８】
また、ダイクロイックミラー４２１を透過した赤色光と緑色光のうちで、緑色光は、ダイ
クロイックミラー４２２によって反射し、フィールドレンズ４１８を通って、緑色用の液
晶パネル４４１Ｇに到達する。一方、赤色光は、ダイクロイックミラー４２２を透過して
リレー光学系４３を通り、さらにフィールドレンズ４１８を通って、赤色光用の液晶パネ
ル４４１Ｒに到達する。
なお、赤色光にリレー光学系４３が用いられているのは、赤色光の光路の長さが他の色光
の光路長さよりも長いため、光の発散等による光の利用効率の低下を防止するためである
。すなわち、入射側レンズ４３１に入射した部分光束をそのまま、フィールドレンズ４１
８に伝えるためである。なお、リレー光学系４３には、３つの色光のうちの赤色光を通す
構成としたが、これに限らず、例えば、青色光を通す構成としてもよい。
【００３９】
光学装置４４は、入射された光束を画像情報に応じて変調してカラー画像を形成するもの
であり、色分離光学系４２で分離された各色光が入射される３つの入射側偏光板４４２と
、各入射側偏光板４４２の後段に配置される光変調装置としての液晶パネル４４１Ｒ，４
４１Ｇ，４４１Ｂと、各液晶パネル４４１Ｒ，４４１Ｇ，４４１Ｂの後段に配置される射
出側偏光板４４３と、色合成光学系としてのクロスダイクロイックプリズム４４４とを備
える。
【００４０】
液晶パネル４４１Ｒ，４４１Ｇ，４４１Ｂは、例えば、ポリシリコンＴＦＴをスイッチン
グ素子として用いたものである。
光学装置４４において、色分離光学系４２で分離された各色光は、これら３枚の液晶パネ
ル４４１Ｒ，４４１Ｇ，４４１Ｂ、入射側偏光板４４２、および射出側偏光板４４３によ
って、画像情報に応じて変調された光学像を形成する。
【００４１】
入射側偏光板４４２は、色分離光学系４２で分離された各色光のうち、一定方向の偏光光
のみ透過させ、その他の光束を吸収するものであり、サファイヤガラス等の基板に偏光膜
が貼付されたものである。
射出側偏光板４４３も、入射側偏光板４４２と略同様に構成され、液晶パネル４４１（４
４１Ｒ，４４１Ｇ，４４１Ｂ）から射出された光束のうち、所定方向の偏光光のみ透過さ
せ、その他の光束を吸収するものである。
これらの入射側偏光板４４２および射出側偏光板４４３は、互いの偏光軸の方向が直交す
るように設定されている。
【００４２】
クロスダイクロイックプリズム４４４は、射出側偏光板４４３から射出され、各色光毎に
変調された光学像を合成してカラー画像を形成するものである。
クロスダイクロイックプリズム４４４には、赤色光を反射する誘電体多層膜と青色光を反
射する誘電体多層膜とが、４つの直角プリズムの界面に沿って略Ｘ字状に設けられ、これ
らの誘電体多層膜により３つの色光が合成される。
【００４３】
以上説明した液晶パネル４４１、射出側偏光板４４３およびクロスダイクロイックプリズ
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ム４４４は、一体的にユニット化された光学装置本体４５として構成されている。なお、
入射側偏光板４４２は、ライトガイド４７に形成された図示しない溝部にスライド式に嵌
め込んで取り付けられる。
【００４４】
光学装置本体４５は、具体的な図示を省略するが、クロスダイクロイックプリズム４４４
と、このクロスダイクロイックプリズム４４４を下方から支持する金属製の台座と、クロ
スダイクロイックプリズム４４４の光束入射端面に取り付けられ、射出側偏光板４４３を
保持する金属製の保持板と、この保持板の光束入射側に取り付けられた４つのピン部材に
よって保持される液晶パネル４４１（４４１Ｒ，４４１Ｇ，４４１Ｂ）とを備える。保持
板と液晶パネル４４１との間には所定間隔の空隙が設けられており、この空隙部分を冷却
空気が流れるようになっている。
【００４５】
直角プリズム４８は、光学装置４４のクロスダイクロイックプリズム４４４における光束
射出側に配置され、このクロスダイクロイックプリズム４４４で合成されたカラー画像を
投写レンズ４６の方向、すなわち前方向に射出されたカラー画像を上方向へと折り曲げて
反射するものである。
【００４６】
投写レンズ４６は、直角プリズム４８で反射されたカラー画像を拡大して、反射ミラー３
０に投写するものである。この投写レンズ４６は、回転位置調整部材２０４にねじ止め固
定された支持部材によって支持されている。
また、図６に示すように、投写レンズ４６の投写側の周囲には、上側が開口された箱状の
カバー部材４９Ａが設けられている。上部キャビネット１２の下面部１５には、投写され
る光学像の光路を確保するために開口部が形成されている。カバー部材４９Ａは、この開
口部の周囲に対して弾性部材を介して当接されてこの開口部を塞いでいる。
【００４７】
以上説明した各光学系４１～４４，４８は、図７に示す光学部品用筐体としての合成樹脂
製のライトガイド４７内に収容されている。
このライトガイド４７は、内部側の具体的な図示を省略するが、図７に示すように、前述
した各光学部品４１２～４１５，４１８，４２１～４２３，４３１～４３４，４４２（図
示せず）を上方からスライド式に嵌め込む溝部が形成された下ライトガイド４７１と、下
ライトガイド４７１の上部の開口側を閉塞する蓋状の上ライトガイド４７２とを備えて構
成される。
【００４８】
スクリーン５０は、図１に示すように、光学ユニット４０１の投写レンズで拡大され、前
記反射ミラーで反射された光学像を裏面から投影する透過型スクリーンである。このスク
リーン５０は、スクリーン本体５１と、このスクリーン本体５１の前面側が露出した状態
でスクリーン本体５１を収納するスクリーンカバー５２とを備える。
【００４９】
スクリーン本体５１は、入射光に近い位置、すなわち裏面側から順に、拡散板、フレネル
シート、レンチキュラーシート、保護板の４枚構成となっている。前記投写レンズから射
出され前記反射ミラーで反射された光束は、拡散板で拡散された後にフレネルシートで平
行化され、レンチキュラーシートを構成する光学ビーズによって拡散され表示画像が得ら
れる。
【００５０】
ここで、図２に示すように、上部キャビネット１２の左右側の側面部１６には、それぞれ
スピーカボックス７０が取り付けられており、上部キャビネット１２とは別体として構成
されている。このスピーカボックス７０は、所定のスピーカとして機能する箱型のもので
ある。これらのスピーカボックス７０の前面とスクリーン５０の前面とは略面一に形成さ
れ、これらの面は鉛直方向に略平行となっている。
以上より、スクリーンカバー５２は、図１に示すように、スクリーン本体５１を収納した
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状態で、上部キャビネット１２の前面部１８とスピーカボックス７０の前面と覆うように
、上部キャビネット１２に固定されている。
【００５１】
〔４．インターフェース基板の構成〕
前述したリアプロジェクタ１のインターフェース基板８０およびフロント側の蓋部１３１
Ｂで隠蔽されるフロント側インターフェース基板には種々の入力端子が設けられている。
具体的には、図９および図１０に示されるように、リア側のインターフェース基板８０お
よびフロント側のインターフェース基板８１には、コンポジット信号入力系８２、ＲＧＢ
信号入力系８３、およびコンポーネント信号入力系８４を構成する複数の入力端子が設け
られている。
【００５２】
コンポジット信号入力系８２は、３つの入力端子群Ｖｉｄｅｏ１、Ｖｉｄｅｏ２、Ｖｉｄ
ｅｏ３から構成されている。それぞれの入力端子群Ｖｉｄｅｏ１～Ｖｉｄｅｏ３は、通常
のビデオ信号が入力されるコンポジット端子８２１と、Ｓビデオ信号が入力されるセパレ
ート端子８２２と、これらの音声入力用の音声入力端子８２３Ｒ、８２３Ｌとを備えてい
る。
ＲＧＢ信号入力系８３は、２つの入力端子群ＰＣ１、ＰＣ２から構成されている。入力端
子群ＰＣ１は、アナログ信号入力用のＤＳｕｂ端子８３１、デジタル信号入力用のＤＶＩ
端子８３２、および音声入力端子８３３を含んで構成されている。一方、フロント側イン
ターフェース基板８１の入力端子群ＰＣ２は、ＤＳｕｂ端子８３１および音声入力端子８
３３から構成されている。
【００５３】
コンポーネント信号入力系８４は、５つの入力端子群ＣＯＭＰ１、ＣＯＭＰ２、ＣＯＭＰ
３、ＣＯＭＰ４、ＣＯＭＰ５から構成されている。入力端子群ＣＯＭＰ１は、高画質画像
信号が入力される５ＢＮＣ端子８４１と、音声入力用の音声入力端子８４２Ｒ、８４２Ｌ
とを含んで構成される。入力端子群ＣＯＭＰ２は、同様にコンポーネント端子である３Ｒ
ＣＡ端子８４３と、音声入力端子８４２Ｒ、８４２Ｌとを含んで構成される。入力端子群
ＣＯＭＰ３～ＣＯＭＰ５は、Ｄ端子８４４と、音声入力端子８４２Ｒ、８４２Ｌとを含ん
で構成される。これらの入力端子８４１、８４３、８４４は、いずれもデジタルハイビジ
ョン画像を含む信号を入力する端子として構成され、Ｄ端子８４４はいずれもＤ端子規格
７２０ｐの画像フォーマットまで対応している。
【００５４】
また、リア側のインターフェース基板８０には、音声出力端子８５Ｒ、８５Ｌと、シリア
ル接続端子８６が設けられている。音声出力端子８５Ｒ、８５Ｌは、オーディオ機器等に
ケーブル接続して、音声をオーディオ機器から出力する部分である。シリアル接続端子８
６は、コンピュータ等にケーブル接続して、コンピュータとリアプロジェクタ１間で通信
を行うものである。
【００５５】
〔５．入力端子の切替構造〕
前述した入力端子群Ｖｉｄｅｏ１～Ｖｉｄｅｏ３、ＣＯＭＰ１～ＣＯＭＰ５、ＰＣ１、Ｐ
Ｃ２の切り替えは、図１１に示されるテーブルＴ１に示されるように、列方向に入力ソー
スカテゴリ（信号入力系）、行方向に各ソースカテゴリに含まれる具体的な端子設定を表
示したマトリクス管理に基づいて、各入力ソースカテゴリ内で入力端子群Ｖｉｄｅｏ１～
Ｖｉｄｅｏ３、ＣＯＭＰ１～ＣＯＭＰ５、ＰＣ１、ＰＣ２をそれぞれ独立して選択するこ
とにより行われる。
【００５６】
このようなマトリクス管理を実現するハードウエア構成は、図１２に示されるように、各
信号入力系８２～８４と制御基板４０２との間にスキャンコンバータ８７およびセレクタ
８８を備えて構成される。
信号入力系選択部としてのスキャンコンバータ８７は、入力した画像信号の信号形式を判
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定し、この信号形式に基づいて、制御基板４０２での処理に適合する信号に変換する信号
変換部としての機能を具備し、これにより、コンポジット信号、コンポーネント信号、お
よびＲＧＢ信号のいずれかが入力すると、このスキャンコンバータ８７で変換して、制御
基板４０２で処理が行われ、液晶パネル４４１Ｒ、４４１Ｇ、４４１Ｂで画像変調が行わ
れて適切な投写画像がスクリーン５０上に形成される。
【００５７】
端子選択部としてのセレクタ８８は、各信号入力系８２～８４を構成する入力端子のうち
、どの入力端子を設定するかを選択する部分である。具体的には、コンポーネント信号入
力系８４では、前述した入力端子群ＣＯＭＰ１～ＣＯＭＰ５のいずれかをセレクタ８８で
選択し、ＲＧＢ信号入力系８３では、入力端子群ＰＣ１、ＰＣ２のいずれかを選択するよ
うに構成されている。
コンポジット信号入力系８２については、入力端子群Ｖｉｄｅｏ１～Ｖｉｄｅｏ３の中に
通常のコンポジット端子８２１とセパレート端子８２２とが存在しているため、入力端子
群Ｖｉｄｅｏ１内で通常のコンポジット端子８２１を選択する場合をＶｉｄｅｏ１、セパ
レート端子８２２を選択する場合をＳ－Ｖｉｄｅｏ１として、計６水準の選択肢の中から
選択するようになっている。
【００５８】
このようなセレクタ８８の切り替えは、図示を略したが、リアプロジェクタ１に付属する
リモートコントローラに設けられたスイッチを操作することにより行われる。このリモー
トコントローラは、コンポジット信号切替用スイッチ、コンポーネント信号切替用スイッ
チ、およびＲＧＢ信号切替用スイッチを備え、各スイッチ上で複数回スイッチを押すこと
により、各信号入力系８２～８４で選択したい入力端子群を順次切り替えることができる
。
【００５９】
具体的には、コンポジット信号切替用スイッチは、デフォルト値がＶｉｄｅｏ１であると
すると、１回押されると、セレクタ８８に制御信号を送信して、コンポジット信号入力系
８２のセレクタ８８の接続をＶｉｄｅｏ１→Ｓ－Ｖｉｄｅｏ１に切り替える。さらにもう
１回押すと、Ｓ－Ｖｉｄｅｏ１→Ｖｉｄｅｏ２に切り替え、最後のＳ－Ｖｉｄｅｏ３でス
イッチを押すと、Ｖｉｄｅｏ１に復帰して、サイクリックに入力端子群Ｖｉｄｅｏ１～Ｓ
－Ｖｉｄｅｏ３を順次切り替えることができる。
【００６０】
また、図１２において、制御基板４０２上には、ＲＡＭ４０２Ａが実装され、リアプロジ
ェクタ１の電源遮断時には、前記セレクタ８８の接続設定がＲＡＭ４０２Ａに記録保持さ
れるようになっていて、このＲＡＭ４０２Ａは、セレクタ８８の設定記憶手段として機能
する。
そして、リアプロジェクタ１の起動時には、このＲＡＭ４０２Ａに記憶された各セレクタ
８８の設定が呼び出され、前記終了時の設定が復元される。
【００６１】
〔６．入力端子の切替操作の手順〕
次に、前述したリアプロジェクタ１における入力端子の切替操作を図１３に示されるフロ
ーチャートに基づいて説明する。
(1)リアプロジェクタ１を起動すると（処理Ｓ１）、制御基板４０２に実装されたＭＰＵ
（ Micro Processor Unit）は、ＲＡＭ４０２Ａ内に蓄積された情報を呼び出して（処理Ｓ
２）、過去のセレクタ設定に関する情報が蓄積されているかいないかを判定する（処理Ｓ
３）。
【００６２】
(2)蓄積された情報がない場合、ＭＰＵは、各入力系８２～８４のセレクタ８８の設定を
すべて図１１の設定１にする（処理Ｓ４）。一方、蓄積された情報がある場合、ＭＰＵは
、この蓄積された設定値に基づいて各入力系８２～８４のセレクタ８８を設定する（処理
Ｓ５）。
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(3)セレクタ８８の設定が終了したら、スキャンコンバータ８７は、どの入力系８２～８
４から画像信号が入力してるかを判定し、入力信号の形式に応じた変換を行って入力信号
に基づく画像の表示を開始する（処理Ｓ６）。
【００６３】
(4)画像表示中、ＭＰＵは、前述したリモートコントローラからの切替操作信号を監視し
（処理Ｓ７）、切替操作信号があった場合、どの入力系８２～８４に対する切替操作信号
であるかを判定する（処理Ｓ８）。
(5)切替操作信号がコンポーネント信号入力系８４の場合、ＭＰＵは、コンポーネント信
号入力系８４のセレクタ８８に制御信号を出力してセレクタ８８の切替を行う（処理Ｓ９
）。他の信号入力系８２、８３の場合も同様である（処理Ｓ１０、Ｓ１１）。
(6)ＭＰＵは、このような切替操作を含んでスクリーン５０上に画像を表示しつつ、電源
スイッチの動作状態を監視し（処理Ｓ１２）、電源が遮断されたら、画像表示中の各セレ
クタ８８の設定をＲＡＭ４０２Ａに記録保存して終了する（処理Ｓ１３）。
【００６４】
〔７．実施形態の効果〕
前述のような実施形態によれば以下のような効果がある。
信号入力系選択部となるスキャンコンバータ８７および端子選択部となるセレクタ８８を
備えていることにより、信号入力系８２～８４毎に独立して端子群Ｖｉｄｅｏ１～Ｖｉｄ
ｅｏ３、ＰＣ１、ＰＣ２、ＣＯＭＰ１～ＣＯＭＰ５の選択を行うことができる。したがっ
て、多数の入力端子を備えたリアプロジェクタ１において、多数回の切替操作を行う必要
がなくなり、入力切替操作の簡単化を図ることができる。
【００６５】
また、リアプロジェクタ１がコンポジット信号入力系８２、ＲＧＢ信号入力系８３、コン
ポーネント信号入力系８４を備えていることにより、種々の信号形式の機器と接続して画
像表示を行うことができるため、リアプロジェクタ１の他用途化を図ることができる。
さらに、電源遮断時にセレクタ８８の設定を、設定記憶手段となるＲＡＭ４０２Ａに記録
保存するように構成しているため、次回起動時に前回設定を呼び出してデフォルト状態で
表示させることができ、切替操作を一層軽減することができる。
【００６６】
〔８．実施形態の変形〕
尚、本発明は、前述の実施形態に限定されるものではなく、以下に示すような変形をも含
むものである。
前記実施形態では、光源から射出した光束を画像情報に応じて変調するリアプロジェクタ
１であったが、本発明はこれに限られない。すなわち、画像表示装置の形式はＣＲＴディ
スプレイ、プラズマディスプレイ、有機ＥＬディスプレイ等問われず、要するに、信号形
式の相違に応じて複数の信号入力系が設定されていて、各信号入力系に複数の入力端子を
具備するようなものであれば、本発明を採用して切替操作の軽減を図ることができる。
【００６７】
また、前記実施形態では、切替操作をリモートコントローラによって行うように構成して
いたが、画像表示装置本体側に各信号入力系に応じた操作スイッチを設けておき、これを
操作することにより切替を行うように構成してもよい。
その他、本発明の実施の際の具体的な構造および形状等は本発明の目的を達成できる範囲
で他の構造等としてもよい。
【００６８】
【発明の効果】
前述のような本発明によれば、信号入力系選択部および端子選択部を備えていることによ
り、選択した信号入力系毎に独立して端子を選択することができるので、入力切替操作を
簡単に行うことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る画像表示装置としてのリアプロジェクタを前方から見た斜視図であ
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る。
【図２】前記リアプロジェクタを後方から見た斜視図である。
【図３】前記リアプロジェクタを後方から見た分解斜視図であり、具体的には、図２から
バックカバーが取り外された図である。
【図４】前記リアプロジェクタを下方から見た分解斜視図である。
【図５】前記リアプロジェクタを示す縦断面図である。
【図６】前記リアプロジェクタを構成する内部ユニットを後方から見た斜視図である。
【図７】前記内部ユニットを構成する光学ユニットを示す斜視図である。
【図８】前記光学ユニットを模式的に示す平面図である。
【図９】前記リアプロジェクタのインターフェース基板に設けられた入力端子群のレイア
ウトを表す図である。
【図１０】前記リアプロジェクタのインターフェース基板に設けられた入力端子群のレイ
アウトを表す図である。
【図１１】前記リアプロジェクタの入力ソース管理方法を表す模式図である。
【図１２】前記リアプロジェクタの入力ソース管理を行うハードウエア構成を表す模式図
である。
【図１３】前記リアプロジェクタの入力切替操作手順を表すフローチャートである。
【符号の説明】
１　リアプロジェクタ（画像表示装置）
８２　コンポジット信号入力系
８３　ＲＧＢ信号入力系
８４　コンポーネント信号入力系
４０２Ａ　ＲＡＭ（設定記憶手段）
Ｖｉｄｅｏ１～Ｖｉｄｅｏ３　入力端子群（入力端子）
ＰＣ１、ＰＣ２　入力端子群（入力端子）
ＣＯＭＰ１～ＣＯＭＰ５　入力端子群（入力端子）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(15) JP 3801074 B2 2006.7.26



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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